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台風七号の影響で目まぐるしく天候が変化する中、
５３基の神輿が威勢良く渡御。約３０万人の人出で賑わいました。8月13日

各
町
神
輿
連
合
渡
御

３０
数
年
ぶ
り
に
庫
よ
り
出
さ
れ
た一の
宮
神
輿

待
ち
に
待
っ
た
六
年
ぶ
り
の
本
祭
り

待
ち
に
待
っ
た
六
年
ぶ
り
の
本
祭
り
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猿
田
彦
を
務
め
た
の
は
大
嶽
部
屋
力
士
・
竜
輝

我が国と世界の平安、氏子崇敬者の繁栄が
祈願されました。

島根県浜田市の伝統芸能石見神楽。
本年は岡見神遊座をお迎えし3時間
にわたり上演されました。

各所にて参拝式と巫女舞が
行われ、各町の温かいお出
迎えを受けました。

8月15日 8月13日例
祭
祭
典

石
見
神
楽

高
額
奉
納
者
石
井
紀
男
氏
に

感
謝
状
贈
呈

8月12日神
幸
祭



富
ヶ
岡

ご
よ
み

行
事

10
月
〜
神
無
月
〜

11
月
〜
霜
月
〜

六
月
三
十
日
の
「
夏
越
の
大
祓
」
と
同
じ
く
、
半
年
間
の
罪
穢
れ

を
祓
う
お
祭
り
で
す
。
清
々
し
い
心
身
で
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
一
年
、
神
様
に
お
守
り
頂
い
た
こ
と
へ
感
謝
し
、
新
年
の
更

な
る
安
寧
を
祈
る
お
祭
り
で
す
。

12
月

1

　月
次
祭
（
縁
日
）

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

31

　大
祓
　
　

※

午
後
三
時
斎
行

31

　除
夜
祭
　
　

※

大
祓
に
続
い
て
斎
行

〜
師
走
〜

伊
勢
神
宮
で
神
嘗
祭（
新
穀
を
お
供
え
し
神
恩
に
感
謝
す
る
祭
典
）が

斎
行
さ
れ
る
こ
と
を
祝
う
お
祭
り
で
す
。

1

　月
次
祭
（
縁
日
）

10

　末
社
・
金
刀
比
羅
社
例
祭

12

　末
社
・
花
本
社
例
祭

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

　末
社
・
粟
島
社
例
祭

17

　神
嘗
奉
祝
祭

20

　末
社
・
恵
比
須
社
例
祭

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

か
ん

な
め

ほ
う
し
ゅ
く
さ
い

に
い

な
め

さ
い

こ

と

ひ

ら

こ
の
日
を
中
心
に
七
五
三
の
お
祝
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

明
治
天
皇
の
お
誕
生
日
に
当
た
る
こ
の
日
、
日
本
の
近
代
を
お
開

き
に
な
っ
た
御
遺
徳
を
し
の
び
、
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

御
神
前
に
今
年
の
新
穀
を
お
供
え
し
、
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
、

最
も
重
要
な
お
祭
り
の
ひ
と
つ
で
す
。

15

　月
次
祭
（
縁
日
）

　
　七
五
三
詣

23

　新
嘗
祭

 

　末
社
・
大
鳥
神
社
例
祭 

〜
二
の
酉
〜

28

　月
次
祭
（
縁
日
）

1

　月
次
祭
（
縁
日
）

３

　明
治
祭

11

　末
社
・
大
鳥
神
社
例
祭 

〜
一
の
酉
〜

6
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深川
酉の市

各
日
と
も
開
催
を
知
ら
せ
る
煙
火
が
十
二
時 

十
五
時 

十
八
時
に

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

神代巫女の
かみしろ

酉の市
QA&

Q

　酉の
日
っ
て
？

A
今
年
は
卯
年
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
十
二
支
は
年
ご
と

に
割
り
当
て
ら
れ
、
十
二
年
周
期
で
十
二
支
が
一
回
り
し

て
い
ま
す
。
実
は
同
様
の
こ
と
が
、
日
や
時
間
に
も
割
り

当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
酉
の
日
も
十
二
日
に

一
度
巡
っ
て
き
ま
す
。
十
一
月
は
三
十
日
間
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
酉
の
日
は
必
ず
二
日
は
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は

三
日
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
最
初
の
酉
の
日
を
「
一
の
酉
」、
二
番
目
を
「
二

の
酉
」、
三
番
目
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
「
三
の
酉
」
と
称
し
、

大
鳥
神
社
の
例
祭
が
御
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

Q

　熊手
と
は
？

A
酉
の
市
で
授
与
さ
れ
る
縁
起
物
で
す
。
福
を
掻
き
込
む
、

取
り
込
む
と
さ
れ
、
神
社
で
は
御
守
り
と
稲
穂
を
付
け
た

「
か
き
こ
め
守
り
」
と
し
て
授
与
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
枡
や
小
判
、
お
か
め
と
い
っ
た
縁
起
物
を
付
け
た
も

の
も
あ
り
、
開
運
、
財
運
、
家
庭
円
満
と
い
っ
た
御
利
益

を
求
め
て
毎
年
多
く
の
参
拝
者
が
受
け
て
行
か
れ
ま
す
。

提灯奉納のお願い
　こ
の
酉
の
市
で
は
、
神
様
の
「
み

あ
か
し
」
と
し
て
境
内
に
皆
様
の
お

名
前
を
記
名
し
た
提
灯
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
申
し
込
め
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
社
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
提
灯
（
一
灯
）
一
二
〇
〇
〇
円

小
提
灯
（
一
灯
）

　五
〇
〇
〇
円

　
　
　二
の
酉

　二
三
日（
木
）

十
一
月
一
の
酉

　十
一
日（
土
）

十
一
月
酉
の
日
の
大
鳥
神
社
例
祭
に
あ
わ
せ
て
開
か
れ
る
酉
の
市
。

初
冬
の
風
物
詩
と
し
て
、 

当
日
は
家
内
安
全
・
商
売
繁
昌
の
熊
手

が
授
与
さ
れ
熊
手
商
の
威
勢
の
良
い
手
締
め
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
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七五三のお子様、そしてご家族の皆様、本当におめでとうございます !
お子様のつつがない成長は、ご家族の何よりの喜びですよね。

そうした成長も、神様のお守りがあればこそです。
ぜひご家族おそろいでお詣りください !

衣装

着付

祈祷

写真

東衣装店にてご予約
承ります。衣装は
当日神社にご用意
いたします

神社にてご予約承り
ます。当日は会館内
にて着付します
ご家族もどうぞ

御本殿にてお子様の
氏名を読み上げます
当日申込を承ります
初穂料 5,000円〜

神社会館内にて
撮影いたします
当日申込を承ります

祝 七五三

各種金額等詳細はホームページにて !
衣装・着付けはお早めにご予約ください

Q

　お詣
り
は

　
　いつ
す
れ
ば
い
い
の
?

A
か
つ
て
は
十
一
月
十
五
日
に
お
詣
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
近
辺
の
、
皆
さ
ん

が
都
合
の
い
い
日
を
選
ん
で
来
ら
れ
る
方
が

多
い
で
す
よ
。

Q

　着物
を
着
な
い
と

　
　
　
　い
け
な
い
の
?

A
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
様
に
お
詣

り
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
あ
れ
ば
、

洋
服
で
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
一
生
に
一
度
の

お
祝
い
で
す
、
お
め
か
し
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
?

Q

　数え
年
っ
て
?

A
そ
の
年
の
満
年
齢
に
一
歳
加
え
た
年
齢
を
数

え
年
と
い
い
ま
す
。
元
来
は
数
え
年
で
お
祝

い
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
満
年
齢
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

神代巫女
かみしろ

の

七五三
QA&


